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今般実施された「2022共通テスト（本試）」と、

共通テスト問題作成の考え方・⽅針、昨年の共通テストとを照らし合わせて、

「出題の特徴」、および2023共通テストに向けた「対策指導」について

ご提案させていただきます。

シート 1～８ 共通テストの概要

シート ９～６6 出題の特徴と対策指導のご提案

シート ６7 教材のご紹介

※ 本文中の「昨年」は、２０２１年１月１６日・１７日に行われた大学入学共通テストを指しています。

ラーンズWEBサイトでも本記事をご覧いただけます。

https://le-s.jp/2022ktbs
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平均点情報⇒
令和４年度大学入学共通テスト（本試験）平均点一覧

abm.php (dnc.ac.jp)

出題形式は、昨年の共通テストと同様に、複数の資料や題材、初見の資料、社会や日常生活に関連した

題材、学習の過程の場面設定など、多くの資料・題材が用いられ、 「思考力・判断力・表現力」を発揮

して取り組むかたちとなっていました。

出題内容は、昨年の共通テストにくらべて、与えられた情報と既習の知識とを結びつけて考える力、問題

を解くのに必要な情報をつかむ力が求められ、全体として、「活用できる知識」、「概念的な知識の理解」

を身につけているかどうかが、より顕著に問われました。

難易度は、「国語＋数学I・A＋数学II・B＋英語」の平均点合計312.53点（600点満点）となっており、

昨年の共通テストより37.55点ダウンという結果でした。

昨年も出題形式はボリューム感があるものでしたが、出題内容は、導入初年度ということから、受験生

にとって取り組みやすい題材、基礎知識があれば読み取れる資料、判断しやすい選択肢だったのが、

2022共通テストでは、資料の読み取りや選択肢の判断において、昨年の共通テストとは反対の方向

に振れ、解答時間も厳しいものでした。

以上のことから、 2023共通テスト対策では、平均得点率（難易度）5～6割を念頭に、早い段階での

「活用できる知識」の習得と、受験対策期における「与えられた情報と知識とを関連づける力」「必要

な情報を素早くつかむ力」の育成が望まれます。

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00040998.pdf&n=%E5%88%A5%E6%B7%BB%EF%BC%91_%E5%A0%B1%E9%81%93%E7%99%BA%E8%A1%A8_%E5%AE%9F%E6%96%BD%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81.pdf
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共通テスト問題作成の基本的な考え方

令和４年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）

大学入試センター試験における問題評価・改善の蓄積を生かしつつ、共通テストで問いたい力を明確

にした問題作成

これまで問題の評価・改善を重ねてきた大学入試センター試験における良問の蓄積を受け継ぎつつ、高等学校教育を通じ

て大学教育の入口段階までにどのような力を身に付けていることを求めるのかをより明確にしながら問題を作成する。

高等学校教育の成果として身に付けた、大学教育の基礎力となる知識・技能や思考力、判断力、表現

力等を問う問題作成

平成21年告示高等学校学習指導要領（以下「高等学校学習指導要領」という。）において育成することを目指す資質・能
力を踏まえ、知識の理解の質を問う問題や、思考力、判断力、表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視する。

また、問題作成のねらいとして問いたい力が、高等学校教育の指導のねらいとする力や大学教育の入口段階で共通に求め

られる力を踏まえたものとなるよう、出題教科・科目において問いたい思考力、判断力、表現力等を明確にした上で問題を
作成する。

「どのように学ぶか」を踏まえた問題の場面設定

高等学校における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のメッセージ性も考慮し、授業において生徒が

学習する場面や、社会生活や日常生活の中から課題を発見し解決方法を構想する場面、資料やデータ等を基に考察する
場面など、学習の過程を意識した問題の場面設定を重視する。

問題の中では、教科書等で扱われていない初見の資料等が扱われることもありますが、問われているのはあくまで、高校等における
通常の授業を通じて身に付けた知識の理解や思考力等です。初見の資料等は、新たな場面でもそれらの力が発揮できるかどうかを
問うための題材として用いるものであり、そうした資料等の内容自体が知識として問われるわけではないことに留意してください。

（「大学入学共通テスト」における問題作成の方向性等（2018年6月18日、大学入試センター））
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出題教科・科⽬の問題作成の方針

【国語】
⾔語を⼿掛かりとしながら、⽂章から得られた情報を多⾯的・多⾓的な視点から解釈したり、⽬的や場⾯等に応じて⽂章を書い
たりする⼒などを求める。近代以降の⽂章（論理的な⽂章、⽂学的な⽂章、実⽤的な⽂章）、古典（古⽂、漢⽂）といった題材を
対象とし、⾔語活動の過程を重視する。問題の作成に当たっては、⼤問ごとに⼀つの題材で問題を作成するだけでなく、異なる種
類や分野の⽂章などを組み合わせた、複数の題材による問題を含めて検討する。

【数学】
数学的な問題解決の過程を重視する。事象の数量等に着⽬して数学的な問題を⾒いだすこと、構想・⾒通しを⽴てること、⽬的
に応じて数・式、図、表、グラフなどを活⽤し、⼀定の⼿順に従って数学的に処理すること、及び解決過程を振り返り、得られた結
果を意味付けたり、活⽤したりすることなどを求める。また、問題の作成に当たっては、⽇常の事象や、数学のよさを実感できる題
材、教科書等では扱われていない数学の定理等を既知の知識等を活⽤しながら導くことのできるような題材等を含めて検討す
る。

【理科 物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎】
⽇常⽣活や社会との関連を考慮し、科学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則などの理解と、それらを活⽤して科
学的に探究を進める過程についての理解などを重視する。問題の作成に当たっては、⾝近な課題等について科学的に探究する
問題や、得られたデータを整理する過程などにおいて数学的な⼿法を⽤いる問題などを含めて検討する。

【理科 物理、化学、生物、地学】
科学の基本的な概念や原理・法則に関する深い理解を基に、基礎を付した科⽬との関連を考慮しながら、⾃然の事物・現象の
中から本質的な情報を⾒いだしたり、課題の解決に向けて主体的に考察・推論したりするなど、科学的に探究する過程を重視す
る。問題の作成に当たっては、受験者にとって既知ではないものも含めた資料等に⽰された事物・現象を分析的・総合的に考察
する⼒を問う問題や、観察・実験・調査の結果などを数学的な⼿法を活⽤して分析し解釈する⼒を問う問題などとともに、科学的
な事物・現象に係る基本的な概念や原理・法則などの理解を問う問題を含めて検討する。
なお、⼤学⼊試センター試験で出題されてきた理科の選択問題については、設定しないこととする。

令和４年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）
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【英語】
○ ⾼等学校学習指導要領では、外国語の⾳声や語彙、表現、⽂法、⾔語の働きなどの知識を、実際のコミュニケーションにおい
て、⽬的や場⾯、状況などに応じて適切に活⽤できる技能を⾝に付けるようにすることを⽬標としていることを踏まえて、４技能の
うち「読むこと」「聞くこと」の中でこれらの知識が活⽤できるかを評価する。したがって、発⾳、アクセント、語句整序などを単独で
問う問題は作成しないこととする。
○ 「リーディング」「リスニング」ともに、ヨーロッパ⾔語共通参照枠（CEFR）を参考に、各CEFRレベルにふさわしいテクスト作成
と設問設定を⾏うことで、A1 から B1 レベルに相当する問題を作成する。また、実際のコミュニケーションを想定した明確な⽬的
や場⾯、状況の設定を重視する。
○ 「リーディング」については、様々なテクストから概要や要点を把握する⼒や必要とする情報を読み取る⼒等を問うことをねら
いとする。
○ 「リスニング」については、⽣徒の⾝近な暮らしや社会での暮らしに関わる内容について、概要や要点を把握する⼒や必要と
する情報を聞き取る⼒等を問うことをねらいとする。⾳声については、多様な話者による現代の標準的な英語を使⽤する。
読み上げ回数については、英語の試⾏調査の結果や資格・検定試験におけるリスニング試験の⼀般的な在り⽅を踏まえ、問題
の数の充実を図ることによりテストの信頼性が更に向上することを⽬的として、1 回読みを含める。⼗分な読み上げ時間を確保し、
重要な情報は形を変えて複数回⾔及するなど、⾃然なコミュニケーションに近い英語の問題を含めて検討する。全ての問題を 1
回読みにする可能性についても今後検証しつつ、当⾯は１回読みと 2回読みの両⽅の問題を含む構成で実施することとする。
○ グローバル⼈材の育成を⽬指した英語教育改⾰の⽅向性の中で⾼等学校学習指導要領に⽰す４技能のバランスの良い育
成が求められていることを踏まえ、「リーディング」と「リスニング」の配点を均等とする。ただし、各⼤学の⼊学者選抜において、具
体的にどの技能にどの程度の⽐重を置くかについては、４技能を総合的に評価するよう努めるという「⼤学⼊学共通テスト実施
⽅針」（平成 29年７⽉）を踏まえた各⼤学の判断となる。

大学入学共通テスト英語におけるイギリス英語の使用について（大学入試センター）

共通テストでは現在国際的に広く使用されているアメリカ英語に加えて、場面設定によってイギリス英語を使用することもある。
（補足説明）
○ 高等学校学習指導要領に示された、国際的に広く日常的なコミュニケーションの手段として通用している「現代の標準的な
英語」には語彙、綴り、発音、文法などに多様性があることに気付かせる指導を踏まえ、出題の場面や内容にふさわしい英語表
記とするため、現在国際的に広く使用されているアメリカ英語に加えて、場面設定に応じてイギリス英語を使用することがある。

出題教科・科⽬の問題作成の方針
令和４年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）
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【地理】
地理に関わる事象を多⾯的・多⾓的に考察する過程を重視する。地理的な⾒⽅や考え⽅を働かせて、地理に関わる事象の意味
や意義、特⾊や相互の関連を多⾯的・多⾓的に考察したり、地理的な諸課題の解決に向けて構想したりする⼒を求める。問題の
作成に当たっては、思考の過程に重きを置きながら、地域を様々なスケールから捉える問題や、地理的な諸事象に対して知識を
基に推論したり、資料を基に検証したりする問題、系統地理と地誌の両分野を関連付けた問題などを含めて検討する。

【歴史（日本史、世界史）】
歴史に関わる事象を多⾯的・多⾓的に考察する過程を重視する。⽤語などを含めた個別の事実等に関する知識のみならず、歴
史的事象の意味や意義、特⾊や相互の関連等について、総合的に考察する⼒を求める。問題の作成に当たっては、事象に関す
る深い理解に基づいて、例えば、教科書等で扱われていない初⾒の資料であっても、そこから得られる情報と授業で学んだ知識
を関連付ける問題、仮説を⽴て、資料に基づいて根拠を⽰したり、検証したりする問題や、歴史の展開を考察したり、時代や地域
を超えて特定のテーマについて考察したりする問題などを含めて検討する。

【現代社会】
現代社会の課題や⼈間としての在り⽅⽣き⽅等について多⾯的・多⾓的に考察する過程を重視する。⽂章や資料を的確に読み
解きながら基礎的・基本的な概念や理論、考え⽅等を活⽤して考察する⼒を求める。問題の作成に当たっては、図や表など、多
様な資料を⽤いて、データに基づいて考察し判断する問題などを含めて検討する。

【倫理】
⼈間としての在り⽅⽣き⽅に関わる倫理的諸課題について多⾯的・多⾓的に考察する過程を重視する。⽂章や資料を読み解き
ながら、先哲の基本的な考え⽅等を⼿掛かりとして考察する⼒を求める。問題の作成に当たっては、倫理的諸課題について、倫
理的な⾒⽅や考え⽅を働かせて、思考したり、批判的に吟味したりする問題や、原典資料等、多様な資料を⼿掛かりとして様々な
⽴場から考察する問題などを含めて検討する。

【政治・経済】
現代における政治、経済、国際関係等について多⾯的・多⾓的に考察する過程を重視する。現代における政治、経済、国際関係

等の客観的な理解を基礎として、⽂章や資料を的確に読み解きながら、政治や経済の基本的な概念や理論等を活⽤して考察す

る⼒を求める。問題の作成に当たっては、各種統計など、多様な資料を⽤いて、様々な⽴場から考察する問題などを含めて検討

する。

出題教科・科⽬の問題作成の方針
令和４年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針（２０２１.6.11、大学入試センター）
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数学１・A

昨年より文章量、ページ数が減りました。前問や構想の意図を理解して解き進める問題が多く、考察の意図を読
み取れるかどうかで差がつく問題が出され、難化しました。
図形と計量では、縮尺を考慮して山頂を見上げる角の大きさを三角比の表を用いて評価する問題、2次関数で
は、2次関数のグラフが係数によってどのように動くかを考察する問題が出されました。

数学Ⅱ・B

大幅に易化した昨年より、やや難化しています。数学Ⅱ・Bの第1問では、三角関数と融合された図形と方程式が
出題されました。数学Ⅰ・A同様、考察の意図を読み取り、解き進める問題が多く出されています。
微分では、考察してきた内容に関する命題の真偽を問う設問、数列では、歩行者と自転車の移動について、漸化
式を用いて考察する問題が出されました。

国 語

センター試験を踏襲した出題の目立った昨年に比べ、共通テストの問題作成方針を強く意識した出題が多くみら
れました。第１問・第２問ともに、生徒のメモやノートを題材に、学習の過程を想定した出題があり、複数テクストか
らの情報の取り出し・統合が問われました。また、例年第１問の問１で問われてきた漢字の出題については、これ
までとは異なる形式が出題され、知識を問う出題にも変化がみられました。なお、試行調査でみられた条文等の
「実用的な文章」は今回も出題されませんでした。

【国語】 問題のページ数は昨年より５ページ増加。複数のテクストを関連づける応用的思考力が問われました。

【数学】 幅広く知識の理解を必要とする問題が出され、数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂともに難化しました。また、必答問題で複数分野の融
合問題が出されました。数学Ⅱ・Ｂでは、昨年出題されなかった図形と方程式が第１問で出題されました。

英 語
（リーディング）

全６大問で読解問題が出され、素材の語数は昨年からやや増加しました。さまざまなテキストや英文、資料を題
材に、概要や要点を把握する力や必要な情報を読み取る力などが問われました。「実際のコミュニケーションを
想定した場⾯設定」として、チラシやブログから情報収集する場面や、プレゼンテーション資料の作成といった場
面が与えられ、知識や技能を実際の場面で活用する力が求められました。

英 語
（リスニング）

６大問構成で出題され、概要や要点を把握する力や必要な情報を聞き取る力などが問われました。「⽣徒の⾝
近な暮らしや社会での暮らしに関わる場面設定」として、授業でのワークシートを完成する場面や、4人から説明
を聞く場面が与えられました。第6問では、４人の会話を聞き取る問題が出題され、必要な情報を注意深く聞き取
る必要がありました。音声は、第1問・第2問は「2回読み」、第3問～第6問は「１回読み」。音声速度は平均で約
140語／分と、昨年の約150語／分よりやや遅くなりました。また、イギリス英語の話者や英語を母語としない話
者（日本人を想定）も含まれていました。

【英語】 リーディング、リスニングともに、昨年から出題形式に大きな変更はありませんでした。さまざまな場面を題材にして、実用的な
英語力が問われました。

2022共通テスト（本試験）出題の概要
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2022共通テスト（本試験）出題の概要

物理基礎
第３問において、「物性の測定」をキーに熱、力学、電気の内容が大問形式で出題されたことが特徴的でした。ま
た、第３問は、科学的に正しい設定の人物と正しいとは限らない設定の人物との会話形式で、正しい人物が実験
結果を根拠に自身の正しさを主張していく流れが目新しい出題でした。

化学基礎

２大問構成で幅広く出題されました。小問集合形式の第１問は、知識・理解を中心に問われています。昨年と比較
して「物質の構成」からの出題は少なく、「物質の変化」からの出題が多くみられたことや、身の回りの化学物質
に触れた出題が特徴的でした。第２問では、エタノールの水溶液の蒸留が大問の中心題材として扱われ、３種類
の液体の加熱時間と温度変化を表したグラフ（問２）、エタノール水溶液の原液中と蒸留液中のエタノールの濃度
の関係を表したグラフ（問３ｂ・ｃ）から、思考力をみる問題が出されました。

生物基礎
昨年に引き続き、科学的探究の過程に関する論理的思考力を問う出題がみられました。第1問では、ATP量から
細菌数を推定するために必要な前提条件を考察する問題が出題されました。教科書に記載されている知識を単
純に問う出題はほとんどみられず、知識を活用して判断する問題が中心でした。

地学基礎
４大問構成に変わり、第２問では、グラフから津波の到達に要する時間を読み取る問題が出されました。第４問で
は、災害の予測およびハザードマップの作成方法や、環境変動・自然災害の原因に関する理解が問われました。思
考力・判断力・表現力を問う設問もみられましたが、基礎的な知識を前提とする問題が中心でした。

物 理
物体の運動に関する仮説を検証するために必要な実験の条件や、実験で得られたグラフをもとに仮説の誤りの根
拠を問う問題が出されました。４大問構成で、基本的な知識を問う問題から思考力・判断力を問う問題まで出され、
物理の幅広い理解が求められました。

化 学
５大問構成で、グラフから情報を読み取って考えさせる問題など、思考力を問うタイプの問題が目立ちました。また、
数値そのものをマークさせる問題がいくつか出されたことも特徴的です。基本的な知識はもちろん、化学における
多様な力が求められました。

生 物
基本的な知識・理解を問う出題に加え、実験操作の意味や仮説検証の方法を問う出題、実験計画に関する問題
等も出され、情報を組み合わせながら幅広い視点で考察・判断する力が求められました。大問数や分野融合問
題の出題は昨年同様ですが、組合せや過不足なく選ぶ問題の割合、選択肢数が増え、昨年より難化しました。

【理科①】 基本的な知識の理解に加えて、受験生にとって初見の図・グラフを読み解くなど、思考力・判断力・表現力を要する出題に
なりました。なお、地学基礎は昨年から１題増えて４大問構成でした。

【理科②】 実験や仮説の検証をとおして、知識の理解や、思考力・判断力・表現力を重視した出題になっています。化学では解答形
式の工夫により、高い計算力が要求されました。
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【地理・歴史】 全体的に複数の資料を扱う問題が多く出され、多⾯的・多⾓的に考察する力が問われました。日本史Bは、昨年に比べ
大幅に難化しました。

日本史Ｂ

昨年に引き続き、資料の読解力を重視する出題がみられました。多くの文章資料に加え、略系図・年表・地図のほ
か、鉄道の時刻表などが出題されるとともに、設問の意図を把握することに時間がかかる問題が散見されました。
姓や苗字など名前に関する問題や、改暦を定めた詔書が出題されるなど、資料やリード文の情報をもとに考える力
が求められました。

世界史B

昨年に引き続き、多様な資料の読解が必要とされました。資料や設問文から読み取った概念・理論などと、具体
的な内容を結びつける力が問われました。異なる歴史の見方とその根拠を判断する問題や、歴史上の出来事とそ
の要因として推測される仮説を結びつける問題など、資料の性格や統計の分析を通して、探究的に考察する姿勢
が求められました。

地理B

出題されたすべての設問が何らかの資料をもとに判断する設問でした。昨年同様、地図と文章、地図と統計資料
と文章など、複数の資料を組み合わせる出題が多く、解答形式も、組合せを選ぶ形式が約6割でした。昨年に特
徴的でした「理論を考えさせ、その理論を具体例で問う」「仮説を検証する科学的根拠やプロセスを問う」出題は
みられませんでした。問われている知識は標準的でしたが、資料の着眼点を正しく見つけて、正しいプロセスで解
答を導くという地理的思考力が確実に身についていることが求められました。

現代社会

高校生の学習場面を題材として、多様な資料を使って思考力が問われました。抽象的な概念を具体的事例で考えさせた
り、その逆に具体的な現実事象を抽象化させる問題が出されました。また、改正民法、ダイバーシティ、同性パートナーシッ
プ制度、パラスポーツ、マイナンバー、テレワークなど現代社会らしい事項も問われ、日ごろからニュースなどに関心を持っ
ておくことが重要でした。

倫 理

従来のリード文がなくなり、すべて高校生の学習場面を題材とした会話文などで構成されるという形式の変化がありました。
昨年に引き続き、資料を用いて思考力を問う問題や、思想家の考え方を理解したうえで具体例に当てはめて考察する問
題が出されました。また、生徒同士の会話のあとに、関連する思想家についてまとめた生徒のメモに当てはまる記述を選ぶ
問題もみられ、会話文のなかのそれぞれの生徒の立場を理解し、主張の趣旨を読み取る力が求められました。

政治・経済
基礎的事項の深い理解が求められ、用語の意味の理解だけではなく、学習事項を具体的な事象に当てはめたうえで考察
する力を求める問題などが出されました。災害後の調整方策の具体例を読み、供給曲線が動く要因を問う問題や、為替
レートや経常収支などについての正確な知識を使って、グラフの意味を読み取る問題が出されました。

【公民】 高校生の探究の過程を意識した出題がみられました。全体的に資料を扱う問題が多く出され、学習事項を具体的な事例で
考察する力が求められました。

2022共通テスト（本試験）出題の概要
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ここからは、

2022共通テストで見られた各教科・科目の

「出題の特徴」とその「対策指導」、および

「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習」

をご紹介いたします。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第３問 問４国 語

複数のテクストを踏まえた設問

2022年度大学入学共通テスト
「国語」
受験者数： 460,967人
平均点： 11０.２６点
標準偏差： 3１.９４

出 題 の 特 徴

第３問は２つの文章が出題され、【文章Ⅰ】の内容は
【文章Ⅱ】の内容を踏まえて書かれたものでした。問４
では、２つの文章を読んだ後で生徒と先生の話し合い
が行われ、会話中の空欄に入る内容として適当なもの
を選ぶ出題でした。それぞれの文章の内容を的確にお
さえて、解答することが求められました。

指導の ご提案

複数のテクストを用いた出題は今後も続くことが見込
まれます。出題内容としてはそれぞれの文章の内容把
握や共通点の把握など、さまざまな出題が考えられま
すが、それぞれの文章の内容を正確にとらえるために、
主語の把握や文章を解釈する文法の力をつけておく
ことが大切です。

教材のご紹介

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 国語」

解答解説

定価980円（税込み）

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

誌面・収録回は2022版のものです。

複数のテクストを踏まえた設問 第５回 第３問

ポイントをコンパクトに解説。

復習に手間を取らせません。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問〔２〕数学I・A

条件の意味を理解して、課題解決の構想を立てる設問

202２年度大学入学共通テスト
「数学I・A」
受験者数： 35７，357人
平均点： ３７.９６点
標準偏差： １７.１２コサシス：0.072 セ：2

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

数学I・A

条件の意味を理解して、課題解決の構想を立てる設問

第１問〔２〕 は、地図アプリで調べた地形の断面図を利用して、キャンプ場から山
頂を見上げる角（仰角）を考察する問題でした。問題文から必要な情報を読み取
り、地図アプリの断面図から求めた正接の値と、実際の距離に基づいた正接の値
の関係を、どう表現するかが問われました。
断面図の鉛直方向と水平方向の縮尺が異なることを考慮して仰角の正接の値を
計算し、三角比の表を用いて仰角の大きさを求める設問でした。縮尺の異なる鉛
直方向の距離と水平方向の距離の比を正しい距離の比に読み替えることができ
たか、正接の定義に従って正しく数式化することができたかがポイントになっていま
す。

共通テストでは、本問のように、日常の事象を題材とした問題が今後も出されると
予想されます。日常の事象を題材とした問題では、事象の特徴を捉えて数式化す
る力が求められます。問題文中の情報を素早く整理し、数式化する練習を積むこ
とが大切になります。
また、鉛直方向、水平方向の正しい距離の比がわかれば、正接の定義を使う問題
となるため、三角比の表の見方の確認や、三角比の基本的な知識・技能を定着さ
せておくことも大切になります。

第１問〔２〕
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

条件の意味を理解して、課題解決の構想を立てる設問

定価980円（税込み）

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学I・A」

（中略）

第3回 第２問〔1〕

（途中省略）

解答解説

出題のされ方と

具体的な対応の

コツを詳しく解説

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

数学I・A

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

キ、ク：3、1

202２年度大学入学共通テスト
「数学I・A」
受験者数： 35７，357人
平均点： ３７.９６点
標準偏差： １７.１２

第２問〔１〕（4）キ、ク

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

第２問〔１〕（4）キ、ク数学I・A

第2問〔１〕は、2つの2次方程式を満たす異なる実数の個数、2次関数のグラフの移
動、2つの2次不等式の解についての論証に関する問題でした。
(4)キ、クでは、(3)で考察した文字係数の値を増加させたときの２つの２次関数のグ
ラフの移動の仕方を振り返り、文字係数の変化に応じて2次不等式の解の包含関係
がどうなるかを、解の包含関係から必要条件、十分条件を判定するなど、目新しい形
式でした。 （３）までに考察したことを活用し、うまくグラフを利用できたかどうかがポ
イントになっています。

共通テストでは、本問のように前設問との関係を考えることにより、考察した過程や結
果を振り返って考える問題が、今後も出されると予想されます。問題全体の考察の構
想を理解できているかどうかが重要になります。
このような問題を確実に解く構想力を身につけるには、数学的な概念を多面的に捉
えて、考察を通して得られた結果と既習の知識を結びつけたり、他の条件でも活用で
きないかを考えたりする練習を積むことが大切になります。日々の演習や探究授業を
通して、各設問の関連を意識させ、考察過程を振り返ることが、構想・洞察力の養成
につながります。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

考察過程を振り返って、結果を他の事象に活用する設問

定価980円（税込み）

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学I・A」

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

第１回 第２問〔1〕

解答解説
どんな力が問われ

ているかを明示

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問〔２〕（４）数学Ⅱ・Ｂ

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

202２年度大学入学共通テスト
「数学Ⅱ・Ｂ」
受験者数： 3２１，691人
平均点： ４３.０６点
標準偏差： １７.０５テ：2

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

第１問〔２〕（４）数学Ⅱ・Ｂ

考察過程を振り返って、得られた結果を他の事象に活用する設問

底と真数を入れ替えた2つの対数の大小関係から導いた「底と真数の大小関係」
の条件を、具体的な事象に活用する問題でした。⑶で、aと1との大小で場合分け
をして、不等式が成り立つようなbの値の範囲を求めているので、⑷では、pと1と
の大小を確認して、q、rそれぞれの値が、不等式が成り立つような範囲にあるかど
うかを調べればよいことになります。
考察した結果の意味を正しく理解し、何を調べればよいかという方針を立てられた
かどうかで差がついたと考えられます。

共通テストでは、考察で得られた結果を他の事象に活用できるかどうかが問われ
ます。特に、考察過程を振り返って、その過程や結果から何がいえるのかを考える
ことが求められます。
前設問で得られた結果を活用して考える問題や、探究考察場面が設定された問
題などを通して、誘導の意味をつかむことを意識して取り組んだり、求値問題にお
いても、結果を一般化したり、さらにそれを基に他の具体的な事象について考える
など、振り返って発展的に考える力が問われる問題に取り組むことが大切です。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

考察過程を振り返って、得られた結果を活用する設問

定価980円（税込み）

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅱ・B」

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

第２回 第１問〔１〕

解答解説
理解の助けとな

る詳しい解説

解答を求める

ための注意点

を解説

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第４問（１）カ、キ、ク数学Ⅱ・Ｂ

長文から素早く条件を読み取り、成り立つ関係を立式する設問

カ、キ：2、2 ク：1

202２年度大学入学共通テスト
「数学Ⅱ・Ｂ」
受験者数： 3２１，691人
平均点： ４３.０６点
標準偏差： １７.０５

（途中省略）

（途中省略）

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

長文から素早く条件を読み取り、成り立つ関係を立式する設問

教材のご紹介

指導 の ご 提 案

出 題 の 特 徴

第４問（１）カ、キ、ク数学Ⅱ・Ｂ

第4問は、歩行者と自転車が移動と停止を繰り返すという設定で、条件を満たす歩行
者と自転車の位置関係を、時刻と位置についての漸化式を立式して考察する問題で
した。漸化式の立式では、長文から条件を正しく読み取り、与えられた図や、太郎さん
と花子さんの具体例での考察を通して数列が決まっていく規則性をつかむことが求
められています。漸化式の立式さえできれば、あとは隣接2項間漸化式、階差数列型
漸化式を解くという標準的な内容です。
問題の題材は現実の事象をモデル化したものであり、事象を数学的に捉えるために
グラフを使って考察しています。条件を素早く読み取ることに比重が置かれた問題と
なっていて、素早くクリアできたかどうかで、問題全体のできにも影響したと考えられ
ます。

共通テストにおいては、現実の事象における課題を数学を用いて考察する問題が出
されます。この問題のように、問題文で与えられた条件から規則性を見いだして漸化
式を立式したり、変数の関係に着目して方程式や関数を立式するような問題で、条
件を数学的に表現する練習を積んでおくことが大切です。また、日々の演習や探究学
習の中で「具体例をもとに一般化する」という思考を実践していくことで、初見の題材
にも対応できるようになります。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

長文から素早く条件を読み取り、成り立つ関係を立式する設問

定価980円（税込み）

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 数学Ⅱ・B」

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

第３回 第４問

解答解説

つまずきやすい箇所や押さ

えておきたい項⽬について

わかりやすく整理しています。

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第5問 問3英語（リーディング）

英文中の出来事を時系列順に整理する力を問う出題

2022年度大学入学共通テスト
「英語（リーディング）」
受験者数： 480，763人
平均点： 6１.８0点
標準偏差： 20.３０

正解：②→⑤→④→①

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第5問は、「電子式テレビを発明したフィロ・ファーンズワース」に関する英文を読ん

で、プレゼンテーションメモにまとめる問題でした。問３はプレゼンテーションメモに

記載されている内容を踏まえて、記事中の出来事を時系列順に整理する問題でし

た。５つの選択肢のうちプレゼンテーションメモの表に当てはまらない選択肢が１つ

含まれており、記事中の出来事が起きた年とプレゼンテーションメモに既に記載さ

れている出来事が起きた年を確実に把握することが求められました。

第5問の対策としては、英文から重要な情報を読み取る力だけではなく、文章全体

の内容を正確に読み取る力を養うことが必要です。プレゼンテーションメモに記載

されている内容に注目すると、英文の概要を押さえやすくなるでしょう。

今回取り上げた問３のような問題は、選択肢を先に読み、簡潔にメモを取り、頭に入

れてから本文を読み始め、本文に出てきたらマークをするという読み方をすると効

率的に取り組むことができます。

日頃から話の流れや展開を意識して問題に取り組むことがポイントです。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第5問 問3

英文中の出来事を時系列順に整理する力を問う出題

英語（リーディング）

教材のご紹介
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

英文中の出来事を時系列順に整理する力を問う出題

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 英語（リーディング）」

2023版は6月発刊予定で、4月から見本請求の受け付けを開始します。

第４回 第５問 問１

本文を再掲載した

見やすい解説！
正解の根拠を明示！

解答解説

定価980円（税込み）

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第５問 問33英語（リスニング）

放送文

講義全体と図の情報を組み合わせて判断する問題

202２年度大学入学共通テスト
「英語（リスニング）」
受験者数： 479，040人
平均点： 5９.４５点
標準偏差： 1８.１6

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第５問の問33では、講義の内容とグラフなどの図という複数の情報を総合して判

断する力が問われています。第5問の音声は「講義」形式のやや骨のある内容で、１

回読みです。問33の選択肢は10～15語程度の英文ですので、瞬時に内容を理解

する読解力も必要です。

リスニング対策として聴解力を鍛え続けることが重要です。少しずつでも毎日、英語

の音声を聞いて、耳を鍛えることはもちろん、 リーディングを行う際にも、 文頭から

理解し意味解釈を瞬時に行うよう意識させることが大切です。リーディングでは、時

間があれば何度でも内容を読み返すことができるのに対して、 リスニングでは、 話

し手が話す速度で瞬時に内容を理解しなければならないからです。

第5問では、音声が始まる前の約60秒をどのように使うかが重要です。問27～問

32のワークシートと選択肢、問33のグラフと選択肢のキーワードを確認しておき、音

声が始まったら、必要な情報をメモに取りながら聞く演習が効果的です。 また、「数

字」の聞き取りもポイントとなります。

第５問の類題演習を通して、ワークシートを埋めるための情報を聞き取る、音声とグ

ラフを総合して判断する、といった一連の流れに慣れておくことが大切です。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

講義全体と図の情報を組み合わせて判断する問題

英語（リスニング） 第５問 問33

教材のご紹介
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

解答解説

定価1，080円
CD別売 ２００円

（税込み）

第５問では、様々な形式
の図表を扱っています！

各回で１題を取り上げ、ステップ

を踏んだ解説を行っています！

スマートフォン用学習
アプリ Learn-S Plusで
音声ご提供

講義全体と図の情報を組み合わせて判断する問題

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 英語（リスニング）」

各回 第５問

誌面は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第３問 問３ 解答番号16物理基礎

グラフを慎重に読み取り、適切に処理する力をみる問題

2022年度大学入学共通テスト
「物理基礎」
受験者数： 19，395人
平均点： 3０.４０点
標準偏差： １０.３５

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

電気抵抗の測定の実験を題材とした問題で、以下の点がポイントになります。
① 「オームの法則」の理解（知識・理解）
② グラフから必要な情報を読み取る力（技能・理解・判断）
縦軸：電圧、横軸：電流と思い込んでしまった受験生も少なからずいたもの
と思われます。慎重な対応が求められ、この後の処理のことも考慮してどの
数値を読み取るべきかといった判断力も求められました。
③②で読み取った値を適切に処理する力（知識・技能・理解）

①、③については、従来の「知識・技能・理解」を身につける学習である程度
対応できますが、②については、従来の「知識・技能・理解」を身につける学習
に加えて、実験などを通じてデータを処理することなどを経験することが大切
です。教科書等による学習、データの処理等の経験をもとに、今回取り上げた
問題のような共通テストの形式にあった問題の演習を行うと効果的に力を身
につけることができるのではないかと考えます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

物理基礎

グラフを慎重に読み取り、適切に処理する力をみる問題

教材のご紹介

第３問 問３ 解答番号16
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

グラフを慎重に読み取り、適切に処理する力をみる問題

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 物理基礎」

第6回第３問 解答解説

出題のされ方や

解き方・考え方

を､具体的にわか

りやすく解説

Pointをわか

りやすく明示

定価880円（税込み）

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問６化学基礎

単位の変換を伴う立式・計算が必要な問題

202２年度大学入学共通テスト
「化学基礎」
受験者数： １００，４61人
平均点： ２７.７３点
標準偏差： １０.６９

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問６化学基礎

単位の変換を伴う立式・計算が必要な問題

ともに質量パーセント濃度と体積が同じである異なる酸の水溶液について、電離して
いる酸の物質量の大小関係と、それらの酸の水溶液の中和に必要なNaOH水溶液
の体積の大小関係を推察する問題でした。本問の解答では、計算によって最後まで
数値を求める必要はありませんでしたが、水溶液の質量パーセント濃度から各水溶
液中に含まれる溶質の物質量を把握する力が求められました。

出 題 の 特 徴

化学基礎の受験生は単位換算や割合を扱った計算問題を苦手とする傾向がうかが
えます。一方、濃度・物質量を計算によって導く力は、「酸・塩基と中和」「酸化還元反
応」の分野で頻出である、化学反応の量的関係を扱う上で基盤となります。数値を
正しく計算するのはもちろん、単位を意識して問題に取り組む姿勢を低学年のうちか
ら定着させることが大切です。また、計算問題は演習経験で差がつきやすい部分で
すので、知識の確認・振り返りとあわせた基本的な計算問題から徐々に難度を上げ
て、最終的には共通テストやセンター試験の過去問題、およびその類題などに取り組
むといった、段階を踏んだ演習がご指導の一例として考えられます。

指導の ご提案

教材のご紹介
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 化学基礎」

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

単位の変換を伴う立式・計算が必要な問題 解答解説

定価880円（税込み）

第６回 第３問 問２

何が問われて

いるかを明示

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問３生物基礎

「探究の過程」について、論理的思考力を問う設問

202２年度大学入学共通テスト
「生物基礎」
受験者数： 12５，４98人
平均点： 2３.９０点
標準偏差： ９.９1

～中略～

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

「生物基礎」で学んだ知識を活用した論理的思考力を問う設問です。食品内や食器か

ら測定されるATP量から細菌数を推定することができるのであれば、測定されたATP量

が、付着している細菌数に比例することを前提としているはずです。この前提が成立する

ためには、①個々の細菌の細胞に含まれるATP量はほぼ等しく、②細菌以外に由来する

ATP量は無視できるほど少なくないといけません。記述ⓕ 「細菌は、エネルギー源として

ATPを消費している」自体は正しいのですが、ATP量から細菌数を推定する前提ではな

いことに気付くためには、探究の過程についての論理的思考力が必要です。

「生物基礎」を学習する目的は、生物に関する事実や概念を“覚える”ことではありませ

ん。自然科学の一分野である以上、学んだ事実や概念を活用して論理的に“考える”こ

とを授業のなかで経験することが重要です。そのためには、教科書や参考書の重要語句

に下線を引いて“読む”だけの学習に終始するのではなく、教科書に記載されている内

容から導出できることを考えさせたいものです。たとえば、DNAの抽出実験において、

「大きな細胞からなる組織と小さな細胞からなる組織とでは、同じ重量の組織から得ら

れるDNA量はどちらが多いか」という問いを授業のなかに設定することが考えられます。

分化した個々の体細胞の核に含まれるDNA量には差がない、という知識を活用すれば、

細胞質の発達していない小さな細胞からなる組織の方が、同じ重量の組織中により多く

の核が含まれているため、得られるＤＮＡ量は多いだろう、という判断ができるはずです。

指導 の ご 提 案

第１問 問３生物基礎

「探究の過程」について、論理的思考力を問う設問

出 題 の 特 徴

教材のご紹介
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

「探究の過程」について、論理的思考力を問う設問

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物基礎」

第７回 第１問

定価880円（税込み）
2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

解答解説
何が問われて

いるかを明示

解答に必要な知識や

考え方をわかりやすく

解説

誌面・収録回は2022版のものです。



39

© Learn-S

大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第４問 問３地学基礎

自然環境と災害に関する問題

2022年度大学入学共通テスト
「地学基礎」
受験者数： 43，943人
平均点： 35.47点
標準偏差： 10.46

人間の活動や自然現象が引き起こす環境問題や災害に関
する知識をもとに、記述の正誤を考察する問題でした。環
境問題や災害は、教科書ではいろいろな章や節に分散して
いることがあり、各章や節において、関心をもって学習する
ことができているかがポイントとなりました。

2022年度共通テストでは、大問数が４大問に増え、第4問
では自然環境と災害に関する出題がなされました。
自然災害の原因としては、地震、火山、風水害、豪雪などが
考えられ、対策としてハザードマップ、アラートシステムなど
が用意されています。探究活動などを通して、日ごろから災
害や環境問題に関して関心を持たせるとともに、問題演習
で実戦力をつけさせましょう。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 地学基礎」

第４回第２問B問５ 解答解説

定価880円（税込み）

日本の自然災害に関する幅広い理解を問う問題

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

何が問われて

いるかを明示

各災害について、間

違えやすい点を明示

しつつ、丁寧に解説

自然災害として、

津波、火砕流、液

状化現象をピック

アップ

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第３問 問３物 理

実験結果の変化からどのように条件を変えたのか考える問題

～中略～

2022年度大学入学共通テスト
「物理」
受験者数： 14８，585人
平均点： ６０.７２点
標準偏差： 19.２２

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第３問は、離れた位置に固定した複数のコイルに発生する誘導起電力をオシロス
コープで測定して、磁石を固定した台車の速さを調べる問題でした。問３では、実
験の条件に加える前と加えた後の実験結果を比較し、加えた変更として最も適当
なものを考える問題でした。
この問題を解くためには、実験結果から台車の速さは変わらず電圧の大きさが2倍
となっていることを読み取り、コイルを貫く磁束密度がポイントであると考察し、選択
肢を吟味する必要がありました。

これからのご指導では、実験を授業などで扱う際に、観察や結果の確認だけでなく、
その結果が起こる理由を考察・説明する場を設けるなどの取り組みを行うとよいの
ではと考えます。また、物理では、日常の場面をモデル化し、その場面での物理現象
について公式や法則をもとに考えたりすることが可能ですので、実験を行う時間が
ない中でも考察に取り組むことはできるのではないでしょうか。
また、丁寧な誘導がある問題だけではなく、今回の問題のように与えられた情報を
もとに自身で考察を進めていく必要がある問題に取り組み、思考のきっかけをつか
む練習をする必要があると考えます。実験のようすや実験結果､会話文などから、解
答するために必要な情報を適切に読み取れるよう､共通テストの形式にあった問題
演習を行っておく必要があると考えます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第３問 問３物 理

実験結果の変化からどのように条件を変えたのか考える問題

教材のご紹介
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

操作を行った後の状況の変化を考える問題 解答解説

定価880円（税込み）

出題のされ方や

解き方・考え方

を､具体的にわか

りやすく解説

Pointをわか

りやすく明示

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 物理」

第３回 第３問A問３

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

～中略～

～中略～

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第５問 問２c化 学

グラフを読み取って分析・考察し、数値を正確に計算する問題

「有機化合物」の分野から、アルケンがオゾンと反応して分解し、
減少していく反応が出題されました。「アルケンのモル濃度の時
間変化」のグラフを読み取って分析・考察をする必要があります。
解答形式はセンター試験には見られなかったタイプで、単純に選
択肢から選ぶのではなく、三つの数字を選んで完全解答をしなけ
ればなりません。適当に選んで偶然正解することは期待できず、
正確な計算力が求められています。

出 題 の 特 徴

この問題は「有機化合物」の分野ではありますが、事実上「物質
の変化（化学反応の速さ）」の問題です。見た目に惑わされずに、
幅広い分野の基本的な知識や理解を組み合わせる力が必要で
す。このような力を身につけさせるためのご指導として、教科書で
扱われる化学の原理や法則を正しく整理させたうえで、選択肢か
ら選ぶだけではなく、指数を含んだ有効数字２桁程度の計算を
正しくできるように練習させておくことが効果的だと考えられます。

指導の ご提案

2022年度大学入学共通テスト
「化学」
受験者数： 184，028人
平均点： ４７.6３点
標準偏差： 20.2８ 教材のご紹介

28：③、29：②、30：⑧

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 化学」

解答解説

定価880円（税込み）

第５回 第２問 問３aグラフを読み取って分析・考察し、
数値を正確に計算する問題

何が問われて

いるかを明示

解答に必要な知

識や考え方をわ

かりやすく解説

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第２問 Ｂ 問５生 物

教科書の知識を与えられた図に当てはめる問題

2022年度大学入学共通テスト
「生物」
受験者数： 5８，676人
平均点： ４８.８１点
標準偏差： 1７.５７

～中略～

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第２問Bは、トランスジェニック植物の作製を題材に、DNAの切断・連結に関する知識
や、遺伝子発現のしくみに関する理解を問う問題、また、遺伝に関する計算問題などが
出されました。
問5の空欄［ ウ ］では、「転写の過程がRNAポリメラーゼによって進む」という知識が
問われ、空欄［ エ ］では、「RNAポリメラーゼは鋳型鎖を３′→５′の方向に移動する」と
いう知識を図４に当てはめて、図４に示す2本鎖のうち、どちらが鋳型鎖となるかを判断
させるという、示された図と知識・理解とを関連づけて考察する力が問われました。

このような問題を解くためには、ベースとなる知識・理解が不可欠です。まずは、授業の
進度に合わせて、教科書レベルの知識を着実に定着させていくことが重要と考えます。
そして、習得した知識や理解の使い方を身につけることも大切です。今回取り上げた
問題の図は教科書に記載されている一般的なものであり、日頃から、ＤＮＡの二本鎖を
描くときに５′、 ３′を意識している受験生であれば、短時間で容易に解くことができたと
思われます。生物の現象を映像で示すことは、生徒の理解を助ける上で非常に有効な
ので、授業などで活用されている先生方も多いと思われます。今後もそのような機会を
作りつつ、重要な図については、生徒自身に実際に描かせることも、図を用いた問題
に対応する力をつけることにつながると考えられます。また、問題演習などで、図が示さ
れていない設問を解く際、設問文をもとに自分で作図することを意識させることでも、
図に慣れるための機会を増やすことができると思われます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第２問 Ｂ 問５生 物

教科書の知識を与えられた図に当てはめる問題

教材のご紹介
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物」

教科書の知識を与えられた図に当てはめる問題 解答解説

定価880円（税込み）

第３回 第２問 B 問４

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

～中略～

～中略～

第５回 第１問 A 問１

この問題で求め

られる力を明示

解答に必要な知識

や考え方をわかりや

すく解説

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問１日本史Ｂ

生徒のメモを踏まえて論理的に考察する問題

202２年度大学入学共通テスト
「日本史Ｂ」
受験者数： 147，300人
平均点： ５２.８１点
標準偏差： 1７.４７

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問の問１は、姓と苗字の違いについての会話文と生徒がまとめたメモの内容を組
み合わせて考察する問題で、メモから読み取れる内容を踏まえて論理的に考察する力
が求められました。
会話文の趣旨、メモの情報を正確に読み取るとともに、華族・士族・平民という新たな
族籍が設けられたという知識も求められる問題でした。短時間で何が問われているの
かを理解し、会話文とメモの情報を処理したうえで論理的に考察する力が求められま
した。

会話文中の空欄を補充する問題では、設問の意図を理解し、提示された資料から解
答に必要な情報を集める力が必要となります。短時間で設問の解答に必要な情報を
収集するには、日ごろから資料のどこに着目すればよいかを意識させる学習が求めら
れます。多様な資料に触れ、資料から多くの情報を取り出す演習を積んでおくことが
重要です。

また、本問のように、共通テストでは論理的な考察と、知識で判断する内容を組み合
わせた出題がみられます。問題の構成を理解したうえで、知識で解く問題なのか、資
料から読み取る問題なのかを見分けながら問題演習に取り組むことも重要です。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第１問 問１日本史Ｂ

教材のご紹介

生徒のメモを踏まえて論理的に考察する問題
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 日本史B」

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

レポートの展開に沿って資料の特性を考察する問題 解答解説

定価880円（税込み）

第１回 第２問

木簡（著作権
の都合により
非掲載）

木簡（著作権の
都合により非掲
載）

木簡（著作権の都合
により非掲載）

誌面・収録回は2022版のものです。

重要な問題は、ステップを
踏んで解説しています
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

資料からハサン=ブン=イーサーがどのような人物であったか
を読み取り、空欄に入れる語句を想起する問題でした。当時
のイスラーム社会においてウラマーがどのような存在であった
かを正しく理解したうえで、資料の内容と結びつけて考察する
力が求められました。

第１問 問４世界史Ｂ

基本的な知識を組み合わせて考察する問題

2022年度大学入学共通テスト
「世界史Ｂ」
受験者数： 82，986人
平均点： 65.83点
標準偏差： ２1.16

著作権の都合により、資料を非掲載にしています。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介

共通テストでは、資料から読み取った内容と基本的な知識を
結びつけて考察する問題が今後も出されると考えられます。
このような問題に対応するためには、まず資料を読み解き、解
答に必要な情報を正確に収集する力が必要となります。あわ
せて、歴史事象を正確に理解していることも必要とされます。
日頃から、資料の読解問題に触れる機会を増やし、資料中の
ポイントと既習事項を結びつけることを意識しながら読解す
る演習を繰り返すことで、読解力や歴史事象についての理解
が深まります。

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 世界史B」

基本的な知識を組み合わせて考察する問題

定価880円（税込み）

解答解説 重要な問題は、ステップを
踏んで解説しています

第３回 第１問

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

著作権の都合により、資料を非掲載にしています。

３つのSETPで攻略！

STEP１
設問文から何が問われてい

るかを理解しよう

STEP２

資料を読み取り、既存の知

識と関連づけよう

STEP３
選択肢を確認しよう

著作権の都合により、資料を非掲載
にしています。

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

ドイツ騎士団を撃退した人物を英雄として称える映画の上映
が、1939年から41年までソ連で禁止になった要因について、
推測される仮説を史実をもとに考察する問題でした。当時の
ソ連とドイツの関係性を考え、上映が禁止された1939年に
独ソ不可侵条約が締結され、1941年に独ソ戦が始まったこ
とと結びつける力が求められました。

第４問 問６世界史Ｂ

歴史上の出来事の要因を推察する問題

2022年度大学入学共通テスト
「世界史Ｂ」
受験者数： 82，986人
平均点： 65.83点
標準偏差： ２1.16

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

教材のご紹介

仮説を推測する問題では、歴史上の出来事同士がどのよう
に関連しているのか、既習の知識をもとに背景や要因を想起
することが重要となります。基本的な知識の習得をベースに、
習った事象がどう結びついているのか、なぜそう考えるのか
といった発問を通した授業も効果的かと考えます。

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 世界史B」

歴史上の出来事の要因を推察する問題

定価880円（税込み）

解答解説
第２回 第５問

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

著作権の都合により、資料を非
掲載にしています。

で、

基本的な知識をつなが
る形で整理しています。

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第２問 問５地理Ｂ

原理原則の理解を踏まえて考察する問題

2022年度大学入学共通テスト
「地理Ｂ」
受験者数： 141，375人
平均点： 58.99点
標準偏差： 16.23

出 題 の 特 徴

共通テストでは定番となった「凡例」と「国名」を、組み
合わせ形式で問う出題です。
複数の要素の中から、身についている知識をもとに着
眼点をみつけ、ステップを踏んで論理的に正解を導く
力が求められました。

指導の ご提案

今年の共通テストでは、すべての設問が何らかの資料
をもとに出題されました。初見の資料や見慣れない形
式の出題であっても、身につけた知識をもとに、どこに
着目するかを見つける力が大切です。
授業の中では、資料を読む着眼点を身につけることが
できるように、「発問」を通して、複数の実例（具体例）
から理論を導き出す、逆に学んだ理論（原理原則）が
具体化されている例を探すような実践を重ねることが
有効だと考えられます。

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第３問 問３地理Ｂ

複数の指標を比較して概念を具体化する問題

出 題 の 特 徴

大都市の内部構造について、異なる指標を示した４つ
の図をもとに、ジェントリフィケーションがみられる地区
を判断する問題です。
設問文にあるジェントリフィケーションの説明をもとに、
概念の理解と、統計地図の読解の技能、さらには比較
することで具体的なイメージを導く地理的な思考力が
求められました。

指導の ご提案

用語の意味を知っているだけではなく、具体的にイメー
ジできることが、資料をより深く読み込むことにつなが
ります。
地理的思考力の育成には、具体的なテーマに対して、
必要な資料を探し、時には複数の資料を組み合わせた
り比較したりして、論理的に考えていくという探究的な
授業が有効です。その中で、理論だけではなく具体的
な景観や生活を想起させるような働きかけをされるこ
とをおすすめします。

教材のご紹介

2022年度大学入学共通テスト
「地理Ｂ」
受験者数： 141，375人
平均点： 58.99点
標準偏差： 16.23

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 地理B」

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

複数の資料を比較して具体例と結びつける問題 解答解説

定価880円（税込み）

重要な問題は、ステップを
踏んで解説しています

第２回 第３問

誌面・収録回は2022版のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第５問 問３現代社会

自治体とNPOの協働手法を、具体的事例で考察する問題

出 題 の 特 徴

自治体とNPOとの協働手法について、その手法を具体的な
事例と関連づけて考察する問題でした。三つの協働手法の
説明を読み取ったうえで、それを具体的な事例に置き換え
る力が求められました。

指導の ご提案

抽象的な概念を、具体的な事例に置き換えたうえで考察する
力は、共通テストにおいて複数の問題で求められました。学
習した概念は具体的な事例では何をさしているのか、逆に
ニュースなどで取り上げられている事象を抽象化させるとど
の学習事項と関連するのかといったことを考える習慣をつけ
ておくと、このような問題に対応することが可能です。学校で
の学習だけでなく、普段の生活で見聞きするニュースについ
ても主体的に調べ、自分のなかで整理しておくようにしま
しょう。

教材のご紹介

2022年度大学入学共通テスト
「現代社会」
受験者数： 6３，604人
平均点： ６０.８4点
標準偏差： 15.99

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 現代社会」

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

具体的な事例を、抽象化して考察する問題 解答解説

定価880円（税込み）

第４回 第６問 問２

誌面・収録回は2022版のものです。

重要な問題は、ステップを
踏んで解説しています
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

倫 理 第４問 問１

考え方を会話文の文脈に照らして論理的に考察する問題

202２年度大学入学共通テスト
「倫理」
受験者数： ２１，843人
平均点： ６３.２９点
標準偏差： 1７.０2

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

倫 理

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

「未来世代に対する責任」についての生徒同士の会話を踏まえて、ヨナスの思想について
考察した高校生Kのメモの空欄に当てはまる記述を選ぶ問題です。現代の諸課題について
の正確な知識とともに、会話文のなかのそれぞれの立場を理解し、Kの主張の趣旨を読み
取ることで正答に導けたと思います。
従来のような単なる知識のみ、リード文や会話文の趣旨のみを問うのではなく、会話文をも
とに、倫理的な見方や考え方を働かせて論理的に考察することができるかが問われました。

第４問 問１

教材のご紹介

考え方を会話文の文脈に照らして論理的に考察する問題

「未来世代に対する責任」について、ヨナスの考えに基づく事例の考察や、会話文のそれぞ
れの立場を正確に読解したうえで、生徒の主張の論理的な考察ができたかどうかがこの問
題の重要なポイントだったと考えられます。
今回の共通テストでも、昨年から出題されているこのような新しい傾向の問題だけでなく、
従来のように、思想家や思想内容の基本的理解が問われる問題も出されました。
まずは、重要な用語は、用語を単に覚えるだけでなく、教科書を丁寧に読み込み、その用語
の意味や内容まで正確に理解しておくことが必要です。また、同時代の思想家との共通点
や相違点、ほかの思想家や思想への影響や批判なども含めて整理し、抽象的な概念を生
徒自身が正確に説明できるようにすることで、生徒のより深い理解につながります。
それに加えて、長文の説明文やレポート、資料文や写真など複数の資料を使って、読解力や
多面的・多角的に考察する力などが求められるので、教科書や資料集で原典にふれて読
解力をつけることが大切です。
また、現代の諸課題について、生徒自身の日常生活に結びつけ、立場や考え方の違いに着
目し整理する習慣をつけておくことも必要だと考えられます。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 倫理」

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

資料をもとに空欄に当てはまる語句を論理的に考察する問題 解答解説

定価880円（税込み）

第１回 第２問

誌面・収録回は2022版のものです。

重要な問題は、ステップを
踏んで解説しています
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第４問 問３政治・経済

資料から読み取れることを論理的に判断する問題

2022年度大学入学共通テスト
「政治・経済」
受験者数： 45，722人
平均点： ５６．７7点
標準偏差： 15.７６

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第４問の問３では、統一地方選挙を題材に展開された設問文をもとに、提示された２つ
の資料の判別と空欄に当てはまる語句を判断する、資料から読み取れることを論理的
に考える力が試されました。会話文の内容からそれぞれの資料が示している内容を判
別できるのか、投票率の低下の背景やその対策が理解できているかが問われました。

今回の共通テストでは文字資料、模式図、統計資料など多くの資料が用いられ、知識
を活用する力が求められていたように思います。この力をつけるには、用語を覚えたそ
の先として、目的や背景、対立する概念、類似する概念などを考察する学習が必要で
はないでしょうか。正確な知識の習得に加えて知識を活用する力を育むためには、共
通テストにみられたような多様な資料を使い、感想を書かせる、自分自身に置き換え
て考察させるなど、生徒がリアクションできるような授業の工夫が考えられます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第４問 問３政治・経済

資料から読み取れることを論理的に判断する問題

教材のご紹介
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 政治・経済」

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

資料から情報を取り出す問題 解答解説

定価880円（税込み）

第2回第3問

知識の定着だけでは対応でき

ない問題では、問題の解き方

を、考える順に沿って丁寧に解

説しています。

誌面・収録回は2022版のものです。

重要な問題は、ステップを
踏んで解説しています
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出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案
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教材のご紹介
2023共通テストに向けたご指導をお手伝いいたします

本番形式の演習で実力を完成し、共通テスト対策の総仕上げができます！

分野別に基礎の定着をはかり、思考力・判断力・表現力の土台を養成！

定価980円（税込み） 定価各980円（税込み）

数学Ⅰ・A／数学Ⅱ・B国 語 英語（リーディング）
物理基礎／化学基礎／生物基礎／

地学基礎／物理／化 学／生 物

定価1，080円
CD別売 ２００円

（税込み）

定価各980円（税込み）
80 minutes×7／
40 minutes×14

定価各８80円（税込み）

英語（リスニング）

日本史Ｂ／世界史Ｂ／地理Ｂ

現代社会／倫理／政治・経済／

※倫理、政治・経済（7月1日発刊予定）

2023共通テスト【実力完成】直前演習シリーズ

2023共通テスト【実力養成】シリーズ

9月1日
発刊予定見本請求は4月から受け付けを

開始します。（プレパックを除く）

既刊

現代文／古典

定価980円（税込み）

数 学

定価980円（税込み）

英語（リーディング）

定価９80円
（CD２枚組込み、税込み）

定価各980円（税込み）

数学Ⅰ・A ／数学Ⅱ・B  30分演習[改訂版]

定価各680円（税込み）

数学Ⅰ・A ・Ⅱ・B 基礎徹底演習

定価980円（税込み）

現古漢基礎問題集中演習

定価370円（税込み）

定価各８80円（税込み）

英語（リスニング）

※ 掲載の教材内容、価格（税込み）、発刊日は予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

定価１，１００円（税込み）

プレパック

6月17日
発刊予定

[改訂版]
[改訂版]

※バラ版は7月8日発刊予定です。

4月1日
発刊予定
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